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農業資材審議会農薬分科会農薬原体部会（第１１回） 

 

                         令和５年 １月２０日（金） 

                         １３：３７～１４：４１ 

                         農林水産省消費・安全局第３会議室（リモート開催） 

 

議 事 次 第 

 

   １ 開 会 

   ２ 議 事 

     （１）農薬取締法第３条第２項第１１号に掲げる事項（農薬原体の成分の種類及び含有濃度）に 

       ついて 

       ① ピリダクロメチル（新規登録） 

     （２）その他 

   ３ 閉 会 
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午後１時３７分 開会 

○農薬対策室長 まだ代田先生がお見えではないんですけれども、ただいまから農業資材審議会農薬分科会

農薬原体部会、第11回を開催させていただきます。 

 委員の皆様におかれましては大変お忙しい中、御出席いただきまして、ありがとうございます。 

 事務局を務めます農産安全管理課農薬対策室長の楠川でございます。部会長に議事をお願いするまでの間、

司会進行を務めさせていただきますので、よろしくお願いいたします。 

 本日の原体部会は第11回目の会合となりまして、今回は、１つの有効成分に関する農薬原体の成分規格に

ついて検討いただきたいと思っております。 

 本日は、本部会に属する委員の方３名、専門委員の方３名に御出席いただく予定でございます。 

 本部会は農業資材審議会令第７条第１項で、委員の過半数の御出席で会議が成立すると規定されておりま

す。本日は全員の御出席を頂くこととなりますので、本部会は成立しておりますことを御報告申し上げます。 

 今回の部会はリモートでの開催になりますので、進行に支障が生じるかもしれませんが、御容赦いただけ

ますと幸いです。 

 また、委員の皆様におかれましては、差し支えなければ常時カメラをオンにしていただいた上で、発言希

望等ございましたら、画面右側の参加者一覧の「挙手」のアイコンがございますので、そちらを押していた

だければと思います。 

 基本的には挙手制で進められればと思いますが、挙手以外でも、気になること等ございましたら会議途中

で御自身でミュートを外して御発言いただいて構いませんので、何なりとお申し付けいただければと存じま

す。 

 また、チャットボックス機能もございますので、音声トラブル等ございましたら、当該チャットボックス

より御連絡いただけますと幸いです。 

 今回も個別の農薬原体の成分規格に関して検討いただきます。検討に当たっての審議及び審議に用いられ

る資料は、農薬原体の製造方法、不純物の種類等、製造者が公表していない情報も含まれます。申請者の知

的財産権の侵害を防止して、審議に必要な資料が悪意のある第三者への漏えいを懸念することなく申請者か

ら円滑に提出されるようにするため、個別の農薬原体の成分規格に関する審議の議事、資料は非公開とさせ

ていただいております。 

 なお、審議終了後には資料を回収させていただきますので、後日返却のほど、よろしくお願いいたします。 

 では、本日の配付資料について御確認いただきたいと思います。 

 事前にお配りしている配付資料一覧を御覧いただきながらと思いますが、資料１が議事次第となっており

ます。資料２が、農業資材審議会農薬分科会農薬原体部会の委員名簿でございます。資料３が、今回審議す
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る農薬原体の概要でございます。資料４は４－１と４－２に分かれておりまして、資料４－１が「ピリダク

ロメチルの農薬原体の組成に係る評価報告書（案）」でございます。資料４－２が「農薬原体の組成に係る

審査報告書（ピリダクロメチル）（案）」で、こちらは非公表の資料となっております。 

 そのほかに参考資料も添付しておりまして、参考資料１－１から１－４としております。いずれもこれま

での農薬原体部会にて検討いただいたものでございますけれども、農薬原体の規格設定に用いる試験成績や、

規格の設定方法、また考慮すべき毒性を有する不純物の決定、あるいは農薬原体の同等性の評価に関するも

のになります。 

 もし足りない資料等ございましたら、会議途中でも結構ですので、事務局までお申し付けください。 

 では、これからの議事進行は赤松部会長にお願いいたします。 

○赤松部会長 本日は、皆様お忙しいところを御出席いただきまして、ありがとうございます。 

 代田委員も間もなく入られるかと思いますけれども、前回に引き続きまして、是非慎重かつ活発な御審議

をお願いいたします。 

 本日は、１つの有効成分の農薬原体の成分規格に関して御議論いただく予定としております。 

 ピリダクロメチルにつきましては、令和４年４月20日付で農林水産大臣から諮問いただいております。 

 審議に当たりましては、先ほど事務局から御説明がありましたが、公開することにより特定の者に不当な

利益若しくは不利益をもたらすおそれがありますので、非公開とさせていただきます。御承知おきください。 

 まず、審議に入ります前に、利益相反の状況について御報告をお願いいたします。 

○農薬対策室長 平成30年９月14日の農業資材審議会農薬分科会で御決定いただきました利益相反の規定に基

づいて、皆様に利益相反について事前に確認させていただきました。本日審議いたしますピリダクロメチル

について、委員の皆様から利益相反に関して特段の申出はありませんでしたので、御報告いたします。 

○赤松部会長 御報告どうもありがとうございます。 

 それでは、早速ですが議事（１）農薬取締法第３条第２項第11号に掲げる事項（農薬原体の成分の種類及

び含有濃度）について、ピリダクロメチルの審議に入りたいと思います。 

 事務局より資料４－２の説明をよろしくお願いいたします。 

○農薬審査官 農薬審査官の西岡です。 

 まず、簡単に剤の概要について、資料３をお願いします。 

 本日、ピリダクロメチルという剤について御審議いただきます。 

 化学名、ＣＡＳ番号、分子式、構造式、分子量等は記載のとおりでございます。 

 本剤は新規に申請された殺菌剤でございまして、他の殺菌剤に対する抵抗性を示す菌に対しても効果を示

すことが確認されておりますが、まだ詳細な作用機作については不明な剤でございます。 
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 申請されている主な適用作物は、麦、野菜、豆、花き等となっております。 

 それでは、資料４－２に行きまして、審査の結果について御報告させていただきます。 

 ５ページでございます。 

 申請者は住友化学でございます。 

 剤の基本情報に関しましては、先ほど御説明したように、記載のとおりのものとなっております。 

 ６ページ、本剤の物理的・化学的性状でございます。 

 本剤は、水には余り溶けずに、どちらかというと有機溶媒に溶けるような性質の剤でございます。解離等

は、スペクトルの結果から、しないと考えられております。 

 １－オクタノール／水分配係数は4.1になります。 

 加水分解的には安定で、水中光分解は多少するものとなっております。 

 次に、スペクトルでございます。 

 酸、中性、アルカリ、いずれにおいても余り変化はなく、７ページ以降にスペクトルを載せております。

最初が中性、次が酸性、次のページに行ってアルカリ性で、220 nm辺りは少し下がるんですけれども、全体

の形は変わらないという結果となっております。 

 次に、９ページに赤外吸収スペクトルでございます。 

 御覧のようなスペクトルで、下に帰属の結果を記載させていただいております。 

 次に、10ページと11ページが核磁気共鳴のスペクトルでございます。 

 図３－３がプロトンのスペクトルでございまして、下にそれぞれの帰属を記載させていただいております。 

 11ページ、図３－４が13Cのスペクトルでございまして、こちらもスペクトルの下に帰属の表を載せており

ます。 

 次に、12ページが質量スペクトルでございまして、帰属できているものに関しては、下にそれぞれの構造

等を示しております。 

 まずは、ここまでで御審議いただければと思います。 

○赤松部会長 御説明どうもありがとうございました。 

 ここまでのところで御質問、御意見などございますでしょうか。何かありましたら挙手していただければ

と思いますが、大丈夫でしょうか。 

 それでは、次の御説明をお願いできますでしょうか。 

○農薬審査官 では13ページ、農薬原体の製造方法でございます。 

 〇○○ 
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 １３時４８分 代田委員入室 

 

○農薬審査官 〇○○ 

○赤松部会長 〇○○ 

○農薬審査官 では、第６項、農薬原体の分析法です。〇○○ 

○赤松部会長 〇○○ 

○農薬審査官 それでは、組成分析の結果でございます。〇○○ 

○赤松部会長 〇○○ 

○代田委員 〇○○ 

○赤松部会長 〇○○ 

○農薬審査官 〇○○ 

○代田委員 〇○○ 

○赤松部会長 〇○○ 

○富澤専門委員 〇○○ 

○赤松部会長 〇○○ 

○農薬審査官 〇○○ 

○赤松部会長 〇○○ 

○富澤専門委員 〇○○ 

○赤松部会長 〇○○ 

○農薬審査官 まず、有効成分の毒性についてでございます。 

 こちらは食品安全委員会で評価が終わっておりまして、その概要を基に取りまとめさせていただいており

ます。 

 まず、動物代謝でございます。 

 本剤の吸収と排泄に関しましては、主に胆汁を介しまして糞中に排泄される剤でございます。吸収率は93

から97％となっております。 

 臓器、組織等への分布でございますが、Ｔｍａｘ、体内の濃度が最大になっている状態のときには腸管、肝

臓等に分布が比較的高く認められております。排泄がある程度進んだ120時間等とか72時間後には、血液系、

肝臓、脾臓等に分布が認められています。 

 残留放射性物質の濃度に関しましては、雄よりも雌の方が高い傾向があったとなっております。 

 代謝に関しましては、ピリダクロメチルのメチル基が水酸化された代謝物Ｄですとか、更にその水酸化さ
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れた部分がカルボキシル化された代謝物Ｅ、それから塩素が抜けたようなもの、クロロ基がグルタチオンに

改変されてその後の反応が進んだ代謝物Ｆ、Ｓ－メチル化された代謝物Ｇ、それから、これらの物質のグル

クロン酸抱合体が主要な代謝物として認められておるようでございます。 

 急性毒性は弱い剤で、皮膚と目に軽度の刺激が認められております。皮膚感作性は陽性の物質でございま

す。 

 反復経口毒性、まず短期としましては、主な標的臓器は肝臓、甲状腺等と考えられます。 

 次に遺伝毒性、28ページでございます。復帰突然変異、染色体異常、小核が実施されておりまして、いず

れも陰性でございます。 

 次に、長期毒性、発がん性ですが、甲状腺ですとか肝臓に腺腫が認められております。こちらについては

遺伝毒性的には陰性で、後ほど出てくるメカニズム試験を各種やっておりまして、ヒトへの外挿性は低いと

食品安全委員会では評価がなされています。 

 また、子宮内にポリープが認められているようでございます。ラットで見られるこのポリープに関しまし

ては、これもヒトと形態学的に異なるということで、ヒトへの外挿性は低いという判断がなされているよう

でございます。 

 生殖・発生毒性に関しましては、繁殖能、催奇形性は認められないという結果となっております。 

 その他メカニズム試験として、肝臓、甲状腺に関するいろいろな試験がなされております。 

 31ページの下に食品安全委員会の評価結果として、ラットの２年間慢性毒性／発がん性併合試験で認めら

れている肝細胞肥大、こちらに対するNOAEL8 mg/kg体重/日を安全係数100で除した数字、0.08 mg/kg体重/日が

許容一日摂取量（ADI）として設定されております。 

 単回経口投与等により生じる可能性のある毒性影響は認められないと判断されておりまして、急性参照用

量（ARfD）は設定する必要がないと食品安全委員会では評価されています。 

○赤松部会長 原体の毒性について、何か御意見、御質問はございますでしょうか。毒性について御質問は

ございませんか。 

 ございませんようでしたら、次に、不純物の毒性について御説明をお願いいたします。 

○農薬審査官 不純物の毒性に関しましては、〇○○ 

○赤松部会長 〇○○ 

○梅田委員 〇○○ 

○赤松部会長 〇○○ 

○農薬審査官 〇○○ 

○赤松部会長 〇○○ 
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○梅田委員 〇○○ 

○赤松部会長 〇○○ 

○農薬審査官 〇○○ 

○梅田委員 〇○○ 

○農薬審査官 〇○○ 

○代田委員 〇○○ 

○赤松部会長 〇○○ 

○農薬審査官 〇○○ 

○代田委員 〇○○ 

○赤松部会長 〇○○ 

○農薬審査官 〇○○ 

○赤松部会長 〇○○ 

○富澤専門委員 〇○○ 

○赤松部会長 〇○○ 

○富澤専門委員 本当に基礎的なことで申し訳ないんですけれども、ピリダクロメチルの英語の綴りがこの

資料の５ページと資料４－１の２ページで、一般名のところの「metyl」が「methyl」でないのは、すごく気

になったんですけれども、そういうものなんでしょうか。 

○農薬審査官 確認はいたしますが、多分誤記で「h」が抜けているんだと思います。書面の確認をした上で

修正させていただきます。 

○富澤専門委員 ほかに英語の名前で書かれている場所が見つけられなくて比較できなかったんですけれど

も、ありがとうございます。 

○赤松部会長 私もそれが気になって、実は調べたんですけれども、ウェブではこのまま「tyl」で出てきた

ものですから、一般名称なので違うのかなと思ったんですが、事務局で御確認をお願いしたいと思います。 

○農薬審査官 ISOの方で確認して、一般名の綴りを再度確認いたします。 

○赤松部会長 御確認をお願いしたいと思います。ウェブではこのとおりになっていて、何か「h」が入って

いないのは私も気になりました。 

 ほかにございますでしょうか。ございませんでしょうか。全体を通じてでも結構ですけれども。 

 ございませんようでしたら、資料４－１の御説明をお願いしたいと思います。 

○農薬審査官 では、資料４－１でございます。 

 こちらは先ほど御審議いただいた資料４－２を公表できる部分のみにして、分科会に報告する報告書でご
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ざいます。 

 まず、規格でございます。 

 ピリダクロメチルについて、930 g/kg以上。誤記があったので修正しております。 

 農薬原体中のピリダクロメチルの分析法に関しましては、御審議いただいた内容から抜粋するような形で、

ピリダクロメチルの農薬原体を内部標準溶液及びアセトニトリル／0.1％リン酸水溶液で溶解し、Ｃ18カラム

を用いて高速液体クロマトグラフ（HPLC）によりアセトニトリル／0.1％リン酸水溶液で分離し、紫外吸収

（UV）検出器（検出波長：260nm）によりピリダクロメチルを検出及び定量する。定量には内部標準法を用

いるという形で整理させていただいております。 

 めくって以降は、基本的には先ほどの資料からの転記となっております。こちらも、先ほどの審査報告書

で確認事項とされた事項について確認した上で確定させます。 

 ３ページは物理的・化学的性状、４ページに組成分析の結果の概要、有効成分の毒性。こちらの部分は完

全な転記でございます。 

 11ページに不純物の毒性と農薬原体の同等性で、「考慮すべき毒性を有する不純物は認められなかった」

という結果と、同等性に関しましては「組成及び毒性を比較した結果、同等であった」という結論をまとめ

させていただいております。 

 以上でございます。 

○赤松部会長 ありがとうございます。 

 こちらも先ほどの資料４－２からの変更点を修正していただくことになるかと思いますが、何か御質問、

御意見はございますでしょうか。 

○梅田委員 〇○○ 

○赤松部会長 〇○○ 

○農薬審査官 〇○○ 

○赤松部会長 〇○○ 

○梅田委員 〇○○ 

○赤松部会長 ほかに何か。資料４－１でも４－２でもよろしいですが、何か御意見、御質問はございます

でしょうか。ございませんでしょうか。 

 ございませんようでしたら、資料４－２の修正については事務局で皆様から頂いた御意見を反映していた

だいて、それをまた皆様に送っていただくということでよろしいでしょうか。 

（異議なし） 

○赤松部会長 では事務局、そのようにお願いできますでしょうか。 
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○農薬審査官 承知いたしました。 

○赤松部会長 評価書案の修正についてはその後ですけれども、評価書案の修正につきましては、その修正

案を送っていただいた後に部会長一任ということでよろしいでしょうか。 

 また、農薬分科会への報告につきましては、審議いただいた評価書案を基に作成いただいて、部会長に一

任いただくということでよろしいでしょうか。 

（異議なし） 

○赤松部会長 それでは、ピリダクロメチルの原体規格の設定に関する審議は以上といたします。 

○農薬対策室長 ありがとうございます。 

 では、今後、所要の手続を進めてまいります。 

○赤松部会長 本日の農薬原体部会の議事は以上となります。 

 そのほか何かございますでしょうか。全体を通じてでも、御意見、御質問などございましたら。 

 ないようでしたら、議事進行は事務局にお返しいたします。 

○農薬対策室長 本日は長時間にわたって熱心に御審議いただきまして、厚く御礼申し上げます。 

 今回の議事概要及び議事録につきましては、事務局で案を作成し、委員の方々に御確認いただいた後、公

開します。事務局案ができましたら御確認等よろしくお願いいたします。 

 では、以上をもちまして本日の農業資材審議会農薬分科会農業原体部会を閉会します。 

 長時間にわたり御審議いただきまして、ありがとうございました。 

午後２時４１分 閉会 


